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総　合　発　表

会　長　挨　拶

イILl＝陳」ヒ畏業武験研究会ノ）聞促にあたりまし‘り■‡手ケ▼1・

＿ム定式．ンミJ′去．そ法）・題の研元磁康の方々には公一′＿手の埴日日，

その他格段の朝日慮モレ1たゞ　誉して王長者の　一人とし

て厚く例礼申し上げてこす，

本庄は春に未曾有の霜害があり，又6月から7月にか

けて非常に長い増不良天候が続きまして，作一勿の空荷に

は色々濁題がありましたが．幸い7月の22日頃から大域

も回二一し、たしでして今后の天板が腋調なら相当の作況が

期待で彗ますようで，まことにこの点御同慶にたえ互い．

次第であります

京北投業．試験研究発火会い　々盛んになっている車魂在

日本の塵村咤束歯石’の変革頑期に捺云していることは憫

水間の返りであり・ます．それにレ、たしましても半々試験

研究機関に幼稚してレトる・富として怯，現下の大きを変初

期に際会して，農業技術に要請される期待は非常に大き

いということを痛感してぶれます．

喪」ヒ農業武威研究潟議会艮　ン■　崎　勝　庖

咋狂ま，粟】∴忙か　ます議事・園芸・畜産・蚕糸，全

部の研究識胡の合作把よりまして新しい技術の指導指針

を兼定致しましたが，本先壮農政局が中小となりまして

我々研究機項の成果に基いて．更に普及の万化移すため

の措超がとられることになりました主享はこれ文例同慶に

たえをい択票であります．現在の・i嘉に非常に琉しい技術

化対する要求が蛾烈であり，又その間癌の扉決に非常に

スピードを「′そ求されている，この時朗にめたつて按各研

究1j関はもはや．ただ孤立して研究して計るだけで吐十

分な成果が期待出奔ないわけで．従って今后ますます各

研究機韻の頓の拗力分麺を一層緊密にして女真やかに問題

を腐決することに一層の勢力争いたしたいと息レ、です．

そうゆう意抗に葺きまして，この研究発表芸は非常に大

きな意味吾もっていると思レゝです．どうか本日から二日

尚にわたり苫して熱心をる研究発表と討議が行われまし

て成果吾上げられます■康分惑い放しでして，簡単ではあ

りですが犬云の倒挨拶に変える次弟であります．

水稲作における農家集団による大規模生踵方式の問題点

小笠原

（山形銅農試）

私は大或模生産方式による稲作集団栽培の普及に反対

する者で牡ない．でた稲作栽培農家が；真適して大歳撞夜

生産方式をi米用した経営菅やることにも異論をとなえる

ものではない．大局的にみて稲作が東北虚業の基幹部門

であるから，今日さけばrLて1ハるところの虚業近代化は

補作耀営の近代化・合理化ということからとりくまねは

ならなし1ことも重々知っている．また，そrLには稲作の

労拗生産性の向上宅はからねばならぬことをも1吉じてい

る．であるから稲作の経営方式の攻寄は省力化蟹前提と

した大規模生産方式機械化稲作の確立の　一日も早さをこ

いねがう一一人である．

すでに東北のそれぞれの展ではある虚家集矧の稲作生

産過程に入り込んだ機械化実崩壊落とか．総合実腐農場

とかで，この目的のための稲作繕営方式の確立をばかつ

ているであろうが，これの通常にはよそらく〝農家の負

担を少なくするクため磯i戒設絹その・＝■三物心両面で多紺の

援助なり補助をりモモしている筈である．つまるところ

これらは農家の真の経営で仕をくして．薦三者が農家の

経営の場を借りて行う式顔の域を出ぬものなのである．

韓

lll諸県に芸テレ、ても昭和取年から庄内に葺いて．・運営規模

3ha　以上の鞘偽作果菜6戸を対象に「水田作機械化維

合実ぶ農場」を実施している．この設計にあたって．当

初考えたことはこの農場呟，まず水田の集団区分を行い

6戸の患家による栽培門理組合モ組赦し，栽培‾嵐定を結

び，その栽圭管主の内容智〝個別〝から〝集団〝へ進め

てしつくことを考え打．もちろんこの実施は段階的にステ

ップバイステップの手順で行こうとしたのであるが，結

局農家をしてそこまで踏み切らすまでにいたらず，こrLは

不可言畠であっ村．．かくて苛与した大農機具→主としてト

ラクターによる蹟うん感触の共同利用，共同由頼芦操施

設の共伺利用をどの内谷だとゞ王らざるを椙ない実情で

ある．「農家悠巴に上る水稲作の大歳咤生産方式」とい

う立場からいえばか＼る生産方式の門口に片尼だけしか

入れらrLたかったということ昭二怒る．しかし．私は農場

を設置するでで忙政多く痘家との話合いをもったがその

適用■＝こねいてい′）い／）暗′」三させられる多くの事項モ知ると

同時に「手間をかけず，釜をかけず．所椙を向上させる

近代的を稲作運営の確立」を目標とする総合実頭農場の
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値毎からすれば現段階で吐これでいゝのだと考えてレ、ふ．

在ぜなら∵建常の急敢な変童は鹿家の鳩性をともなう〝

という信念告もつからである．

変■．軋県の安城譜便じめ．眉東・俳画・摘巳不の各地で稲

作の生産が娘趨栽培の方式によって成功を葺さめている

誓し・．」が参る．しかしあれらはそれらの農村（農家）をと

りでく社会経済的を環境・条件が成功のための大きい要

素として関与してレしろことを見落してはレ、けないのであ

る．私比端的に言って東北作∴おりハて怯末だ稲作農家をし

て与一長田に上る大規模生産方式に追いやるまでに社会経済

的な条件が成就してからないと看破するのである・しか

し，個別農家の家族労働によって狭い圃場を対象とした

等湖を稲つくりの竜運営が東北に葺ける稲つくりの方式と

して将来泣く存続すると壮思っていたい．他産業の発展

・櫻臍の伸長にともなって農業労働者も少なくなるとす

るならば，とく近い時期には否応なしに大規模生産方式

の稲作経営が必然性宅もってくるであろう・この場合の

問題点として今自ずでの総合実．・票農機運営の沌鰻を通し

て若干指摘してみたい・

1．度家集団による大規模生産方式の実施粟当っては

第－に個別喪家の経営内容を単純化することが必要であ

る．

2．大型化する機械化作業の効率を高めるために土地

基盤の整備を行うことは巌も望ましいことで吐あるが，

これには多大の投資を必要とすることであるから言うべ

くして仲々簡単に吐実行できめものでろる・したがって

まず，農家相互間の話合い川こよって稲作の作業規模を拡

大することである．たとえば周一水系内にある水用は耕

作者がちがつていても同様の生産手没がとれるようにし

閤場集団ととに同一一の作業を一時に行えるようにする・

3．稲作栽培管理技術は高い技術水準へ規格化し，ま

た単純化することである．亀岡栽培の出発点は個別農家

単位の技術をより高い水車で虔家集揃単位の共通技術と

して規格化することである．かゝる技術は伺一一水系内で

簑崩区分した広域で統一的に採用するようにする・しか

し，このように規格・続一一一化することによって個々の農

一束の所得J雨′⊂はブラス代∴なる農家もでるし，またマイナ

スにでる農家もてるのでこゝ把も間越がある・

4．技術を専門化し技術（つ路盤を痛め作業の能率をあ

げるようにする．つまり個別の技術を乗場の技術へ規格

化し単純化すれば．その策周に属する農家法技術全£壬に

那熟する必要がなくなり，仲・・岩で走もすぐれた人が夫々

の，技術を分化視当することK：よって技術の指定を高め

作業ノ）能ヰミをあけることかできるというのであるか，この

間題は共同あるいは協業紹常の場合にもブラスにそる事

項としてよく挙げられるけれども実際に疲そう簡単にい

かない．今日のすべての稲作良家は，自分の水田の性格

は自分が一恵よく判っているという自党をみんなもって

いる．換地栽培が自己の水田の生産物が個人に川底する

というたてまえをとっている限り集適的忙統一された栽

培管理では所有者は満足しなくなる．これについては次

項で述べる集団の組織化の権威如何にもよるが．必ず農

家は手直し作業を実施するであろう・神涯をつかった二

束の手間をかけるのである，これが案外条規栽培運営の

ガンと在る．芸しこの問題が問題に在らぬようになるに

は薩端を労力不足か，東業的な稲作農家となりうる社会

謹帝的な条件の窮境成立が必要となる．

5．農業集団の組数化一集団栽培では集団区分，品種

の統一一，共同苗代．施肥．防除，用水管理など主賓作業

の部分的な共同作業から．ひいては全蘭的作某へすゝか

ことを考えねほならなし1が，しかし共同作業の分野が拡

大すればするほど個別農家は自己の持田に勝手な手入れ

をするようになる．したがって話合いできめた〝虜定〝

を破らぬようにするためにはこれを遵守させるようにす

る組織体をつくられば在らぬ・この運営の中心となる農

家は稲作に積極的でかつ深い技術権威をもち，組織力も

統卒刀もある専業農家の世帯主がのぞぜしいが－かかる

人材按容易に得られない．

6．威俊に大規模生産方式の中核をなす大型適城によ

る稲作の技術体系が未確立であること校閲題点といえば

何エりも大きい．しかも決定的を問題であるといわねば

ならを／ハ．

畑作における農家集団による大規模生産方式の問題点

一西郷村のトラクター利用について－

泉　　七　　郎

（福島県畏就）
1　ま　え　か　き

日本良美はトラクター利用の腔史が浅く．その技術〔．〕

擢営的基盤の整備が遅れてレトる．

しかし近在労力不足に和郎をかけられ，芸文技術の方

向も収盛増大技術から，省力技術へと転換するようにな

り，又収量増大技術と省力技術が，・休と怒って生産性

を高める踪合技術として療討さす‾Lつつある．

トラクターの利用も小型の歩行式から．大・中型の乗

用式へと，大きな転換をなしつつ為り，義美構造改善多

芸での基幹的役割を果そうとしている．細道改善字義で

の機械化の目標は，トラクターを甲心とした機械化一貫

作業であるが，このためには，尚技面的・紹営的にいく

つかの取残された問題がある．

こゝにとり上げたトラクター利用吐，福島泉西白河郡


